
市
民
文
芸

短
　
歌

水
野
昌
雄
選

俳
　
句

森
田
公
司
選

川
　
柳

松
岡
恵
美
子
選
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家
中
の
窓
開
け
放
つ
梅
雨
時
の
晴
間
の

わ
ず
か
な
こ
の
ひ
と
と
き
を
　
　
　
　
　
　
　
三
2

林
　
康
子

雨
の
中
遠
く
で
雷
鳴
っ
て
い
る
近
づ
く

で
も
な
く
気
の
な
い
音
し
て
　
　
　
　
　
　
　
坂
3

川
名
　
佳
子

ホ
ト
ト
ギ
ス
の
声
聞
こ
え
く
る
鳩
ヶ
谷

の
残
り
少
な
き
林
の
中
に
　
　
　
　
　
　
　
　
桜
6

藤
波
不
二
雄

信
号
を
待
ち
て
い
る
児
の
自
転
車
の
カ

ゴ
よ
り
仔
犬
が
首
の
ば
し
居
り
　
　
　
　
　
　
坂
3

神
谷
安
久
子

吹
き
わ
た
る
風
心
地
よ
く
ペ
ダ
ル
踏
む

梅
雨
の
晴
れ
間
の
川
沿
い
の
道
　
　
　
　
　
　
里
　
　
柴
田
　
境
子

奪
衣
姿
の
う
し
ろ
蚊
柱
立
ち
ゐ
た
り
　
　
　
　
桜
4

赤
池
せ
つ
子

荒
南
風
の
波
に
小
貝
の
寄
せ
ら
る
る
　
　
　
　
八
2

平
田
　
郁
子

臥
す
母
へ
肌
着
に
添
へ
て
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

本
3

中
野
　
好
一

八
十
路
に
て
銃
声
の
夢
明
易
し
　
　
　
　
　
　
本
4

高
瀬
翡
浪
子

角
ご
と
に
通
夜
の
案
内
額
咲
け
り
　
　
　
　
　
辻
　
　
木
下
　
洋
子

水
た
ま
り
犬
と
一
緒
に
越
え
に
け
り
　
　
　
　
里
　
　
橋
本
し
づ
か

険
し
さ
に
身
を
整
へ
て
山
登
る
　
　
　
　
　
　
里
　
　
渡
辺
　
伸
子

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
五
分
咲
き
な
る
に
抜
き
盗
ら
る
南
7

石
田
恵
美
子

い
く
つ
か
の
ハ
ー
ド
ル
越
え
て
今
を
生
き
　
　
本
2

柳
田
の
ぶ
子

街
の
中
サ
ン
バ
踊
り
に
活
気
づ
き
　
　
　
　
　
里
　
　
遠
藤
て
い
子

夕
焼
け
の
明
日
に
弾
む
バ
ス
ツ
ア
ー
　
　
　
　
本
3

加
藤
　
礼

笑
み
つ
く
り
包
ん
で
く
れ
た
聞
き
上
手
　
　
　
里
　
　
渡
辺
　
左
吉

海
浜
は
梅
雨
明
け
を
待
つ
海
の
家
　
　
　
　
　
坂
3

永
井
　
久
江

梅
雨
入
り
に
気
に
な
る
傘
の
忘
れ
癖
　
　
　
　
里
　
　
吉
田
　
長
慶

我
が
孫
の
成
長
早
く
我
れ
老
い
る
　
　
　
　
　
辻
　
　
田
中
　
米
蔵

友
達
が
同
じ
病
い
で
天
国
へ
　
　
　
　
　
　
　
里
　
　
柿
沼
　
君
子

日
　
時

9
月
7
日
（
日
）
午
前

9
時
か
ら
　

場
　
所

戸
田
市
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
内
陸
上
競
技
場
　

対
　
象

中
学
生
以
上
（
一
部
小

学
生
も
可
）

申
込
み

は
が
き
に
住
所
・
氏

名
・
性
別
・
年
齢
・
種
目
・
電
話
番

号
を
記
入
し
、
〒
3
3
4
｜
0
0

0
3
鳩
ヶ
谷
市
坂
下
町
2
〜
9
〜

13
陸
上
競
技
協
会
事
務
局
・
小
野

t
へ
※
8
月
18
日
（
月
）
必
着
。

問
合
せ

同
協
会
事
務
局
　
小
野

t
1
2
8
1
・
3
6
9
7

対
象
者

19
年
4
月
1
日
以
降
、

交
通
遺
児
等
と
な
っ
た
県
内
在
住

の
18
歳
以
下
の
方

給
付
額

対
象
者
1
人
に
つ
き
5

万
円（
1
事
故
に
つ
き
1
回
の
み
）

給
付
時
期

10
月
ま
た
は
21
年
4
月

申
請
書
類

各
市
町
村
、
学
校
等

で
配
布
し
ま
す
。

提
出
期
限

10
月
分
は
、
8
月
31

日
（
日
）
ま
で
。
21
年
4
月
分
は
、

21
年
2
月
28
日
（
土
）
ま
で
。

提
出
先

み
ず
ほ
信
託
銀
行
浦
和

支
店
（
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂

2
〜
6
〜
18
1
0
4
8
・
8
2

2
・
0
1
9
1
）
に
申
込
書
を
郵

送
ま
た
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

県
交
通
安
全
課
1
0
4

8
・
8
3
0
・
2
9
5
8

日
　
時

9
月
15

日
（
月
・
祝
日
）

※
予
備
日
23
日

（
火
・
祝
日
）

場
　
所

市
営
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
　

対
　
象

市
内
在
住
在
勤
者

費
　
用

1
組
2
0
0
0
円

（
中
・
高
校
生
は
1
0
0
0
円
）

申
込
み

往
復
は
が
き
に
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
（
ペ
ア

ー
2
人
分
）
を
記
入
し
、
〒
3
3

4
｜
0
0
0
3
鳩
ヶ
谷
市
坂
下
町

3
〜
2
〜
9
市
テ
ニ
ス
協
会
事
務

局
・
阿
部
t
へ
※
8
月
15
日
必
着

問
合
せ

同
協
会
事
務
局
・
阿
部

t
1
2
8
1
・
4
3
9
7

募
集
人
員

各
若
干
名

勤
務
場
所

市
内

業
務
内
容

身
体
介
護
・
生
活
援
助

勤
務
条
件

q
週
5
日
（
週
30
時

間
）
w
週
4
日
以
内
（
週
20
時
間

以
内
）

賃
　
金

q
w
と
も
時
給
1
2
0

0
円
（
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
）

応
募
資
格

年
齢
59
歳
ま
で
で
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
2
級
以
上
の
資

格
を
お
持
ち
の
方

応
募
方
法

履
歴
書
・
資
格
証
明

書
（
写
）
を
市
社
会
福
祉
協
議
会

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

同
協
議
会
・
吉
沢
t

（
や
す
ら
ぎ
会
館
内
）
1
2
8

5
・
2
0
5
0

日
　
時
　
8
月
30
日
（
土
）
午
前

10
時
か
ら

場
　
所

埼
玉
高
速
鉄
道
線
・
浦

和
美
園
駅

内
　
容

鉄
道
模
型
の
展
示
、
駅

員
に
よ
る
鉄
道
学
校
、
鉄
道
グ
ッ

ズ
の
販
売
、
ミ
ニ
S
L
乗
車
、
吹

奏
楽
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど

問
合
せ
　
埼
玉
高
速
鉄
道
1
1
0

4
8
・
8
7
8
・
6
8
5
5

県
立
鳩
ヶ
谷
高
等
学
校
同
窓
会

で
は
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
北
京
大

会
に
シ
ッ
テ
ィ
ン
グ
バ
レ
ー
選
手

と
し
て
出
場
す
る
同
校
出
身
、
高

砂
進
さ
ん
の
壮
行
会
を
開
催
し
ま

す
。

※
チ
ャ
リ
テ
ィ
抽
選
会
や
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
も
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
　
時

8
月
16
日
（
土
）
午
前

11
時
〜
午
後
3
時
　

場
　
所

市
役
所
2
階
市
民
フ
ォ

ー
ラ
ム

問
合
せ
　
同
高
校
同
窓
会
メ
ー
ル

hatogaya_obkai@
yahoo.co.jp

交
通
遺
児
等
援
護
一
時
金

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

（
訪
問
介
護
員
）
募
集

蕨
・
戸
田
・
鳩
ヶ
谷
市
陸
上
競
技
協
会

県
南
３
市
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

体
協
杯
ミ
ッ
ク
ス

ダ
ブ
ル
ス
テ
ニ
ス
大
会

夏
休
み
子
ど
も
祭
り

壮
行
会
を
開
催
し
ま
す



会
・
上
田
t
1
2
8
5
・
6
2
0
8

日
　
時
　
9
月
21
日
（
日
）
午
前

9
時
か
ら

場
　
所

サ
ン
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

種
　
目

団
体
戦
（
4
シ
ン
グ
ル

ス
・
1
ダ
ブ
ル
ス
）

試
合
方
法

ブ
ロ
ッ
ク
別
リ
ー
グ
戦

参
加
資
格

市
内
在
住
者
（
学
生

可
、
た
だ
し
中
学
生
以
上
）
で
自

治
会
単
位

参
加
料

1
チ

ー
ム
2
5
0
0

円（
保
険
料
含
）

申
込
み
・
問
合
せ
　
8
月
6
日

（
水
）
ま
で
に
市
卓
球
連
盟
事
務
局
・

秋
草
t
1
2
8
3
・
1
1
7
2

高
齢
者
介
護
の
心
遣
い
と
自
立

に
向
け
て
、
介
護
の
実
際
の
知
識

と
技
術
を
学
び
、
家
庭
や
地
域
で

役
立
て
ま
し
ょ
う
。

日
　
時
　
9
月
9
日
（
火
）
〜
12

日
（
金
）
の
4
日
間
、
全
日
と
も

午
前
9
時
半
〜
午
後
4
時
半

場
　
所

福
祉
セ
ン
タ
ー
青
木
会

館
（
川
口
市
）

対
　
象

満
15
歳
以
上
で
、
全
日

程
出
席
で
き
る
方

定
　
員

20
人
（
応
募
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

費
　
用

1
0
0
0
円
（
教
本
・

教
材
費
と
し
て
）

指
導
者

日
本
赤
十
字
社
家
庭
看

護
法
指
導
員

申
込
み
　
は
が
き
に
コ
ー
ス
名

「
F
｜
6
」
と
郵
便
番
号
・
住

所
・
氏
名
・
性
別
・
生
年
月
日
・

電
話
番
号
を
記
入
し
、
〒
3
3
0

｜
0
0
6
2
さ
い
た
ま
市
浦
和
区

仲
町
3
〜
2
〜
23
日
本
赤
十
字
社

埼
玉
県
支
部
講
習
係
へ
※
8
月
15

日
（
金
）
必
着

問
合
せ

日
本
赤
十
字
社
埼
玉
県

支
部
1
0
4
8
・
8
2
9
・
2
6

8
1

課
　
題

日
常
感
じ
て
い
る
下
水

道
に
関
す
る
標
語

応
募
資
格

県
内
に
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
方
。
学
校
単
位
で
の

応
募
、
一
人
で
複
数
の
応
募
が
可

能
（
た
だ
し
連
名
は
不
可
）

応
募
方
法

は
が
き
等
の
用
紙
1

枚
に
つ
き
1
作
品
を
記
入
し
、
住

所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、

学
校
名
、
学
年
、
組
、
電
話
番
号

を
明
記
し
郵
送
（
E
メ
ー
ル
可
）

※
9
月
19
日
（
金
）
締
め
切
り

問
合
せ

県
下
水
道
公
社
〒
3
3

8
｜
0
8
3
7
さ
い
た
ま
市
桜
区

田
島
7
〜
2
〜
23
1
0
4
8
・
8

3
8
・
8
5
8
5
、
E
メ
ー
ル

m
aster@

saitam
a-sw
g.or.jp

日
　
時

8
月
24
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
午
後
3
時

場
　
所

西
公
民
館

内
　
容

リ
フ
ォ
ー
ム
・
住
ま
い

の
無
料
相
談
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
、
模
擬
店
な
ど

問
合
せ

埼
玉
土
建
川
口
鳩
ヶ
谷

支
部
1
2
6
2
・
8
0
0
0

定
　
員

30
人
（
費
用
は
無
料
）

持
ち
物

筆
記
用
具

問
合
せ

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
1
2
8
4
・
1
2
5
0

日
　
時

8
月
22
日
（
金
）
午
後

6
時
半
か
ら

場
　
所

市
民
セ
ン
タ
ー「
ダ
ヴ
」

出
演
者

柳
家
さ
ん
八
、
ホ
ー
ム

ラ
ン
（
漫
才
）、
古
今
亭
志
ん
馬
、

五
街
道
弥
助
、
三
遊
亭
時
松
、
春

風
亭
一
左

参
加
費

2
0
0
0
円
（
予
約
）、

2
2
0
0
円
（
当
日
）

問
合
せ

鳩
ヶ
谷
を
面
白
く
す
る

問
合
せ

川
口
保
健
所
保
健
予
防

推
進
担
当
1
2
6
2
・
6
1
1
1

簡
単
な
計
算
・
記
憶
の
問
題
な

ど
の
脳
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
大
き
な

声
で
民
謡
を
歌
っ
て
、
脳
を
活
性

化
し
ま
し
ょ
う
。

日
　
時

8
月
21
日
（
木
）
午
後

1
時
半
〜
3
時

場
　
所

福
祉
セ
ン
タ
ー

対
　
象
　
65
歳
以
上
の
方
、
認
知

症
の
予
防
や
介
護
に
関
心
の
あ
る
方

講
　
師

今
野
秀
文
氏
（
秀
文
会

会
主
・
民
謡
講
師
）
・
市
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員

日
　
時

8
月
29
日
（
金
）
午
後

1
時
半
〜
4
時
半

場
　
所

川
口
保
健
所
大
会
議
室

内
　
容
　
q
講
演
「
ア
ル
コ
ー
ル

問
題
ケ
ー
ス
の
理
解
と
対
応
に
つ

い
て
」
講
師
県
立
精
神
医
療
セ
ン

タ
ー
成
瀬
暢
也
氏
w
演
習
「
事
例

を
と
お
し
て
支
援
ポ
イ
ン
ト
を
確

認
す
る
」

対
象
者

関
係
機
関
職
員
、
保
健

師
、
精
神
保
健
福
祉
士
、
民
生
委

員
、
ヘ
ル
パ
ー
等

申
込
み

8
月
21
日
（
木
）
ま
で

に
電
話
で
。
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先
日
、
中
学
生
の
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
を
受
け
た
。「
地
域
を
学
ぶ
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
総
合
学
習
の
取

組
み
だ
そ
う
だ
。「
市
長
の
お
薦

め
の
お
店
は
？
」
等
答
え
に
く
い

質
問
も
あ
っ
た
が
、
楽
し
い
一
時

を
過
ご
し
た
。
学
校
等
に
戻
ら
れ

て
、
私
と
話
し
た
こ
と
を
級
友
や

家
族
に
話
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
絆
」

を
強
め
て
い
た
だ
い
た
と
思
う
。

さ
て
、
青
少
年
の
事
件
が
続
い

て
い
る
。
と
り
わ
け
秋
葉
原
で
の

無
差
別
殺
人
事
件
に
は
大
き
な
衝

撃
を
受
け
た
。

犯
人
は
信
頼
す
る
友
人
も
無

く
、
孤
独
感
や
社
会
的
な
疎
外
感

に
さ
い
な
ま
れ
、
引
き
こ
も
り
に

近
い
生
活
の
中
で
自
暴
自
棄
の
事

件
を
起
こ
し
た
。
我
々
に
は
推
し

量
れ
な
い
、
深
層
心
理
が
影
響
し

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

同
世
代
の
若
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
を
み
る
と
、
心
情
的
に
理
解

で
き
る
部
分
が
あ
る
と
す
る
回
答

が
思
い
の
ほ
か
多
く
、
行
動
に
は

至
ら
な
い
が
、
犯
人
と
共
通
す
る

感
情
が
心
の
中
に
あ
る
こ
と
に
愕

然
と
な
る
。
7
月
19
日
に
は
、
川

口
市
内
で
中
学
生
が
父
親
を
刺
殺

す
る
事
件
も
起
き
た
。
マ
イ
ン
ド

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
難
し
く
な
っ
て

お
り
、
衝
動
的
な
感
情
で
行
動
し

て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
誠
に
多
い
。

社
会
に
適
合
で
き
な
い
人
は
、

い
つ
の
世
に
も
い
る
。

し
か
し
、
自
分
を
信
じ
て
社
会

「
絆
へ
の
思
い
」

の
中
で
「
何
か
で
き
る
こ
と
」
を

求
め
、
探
る
努
力
を
し
て
き
た
は

ず
だ
し
、
ま
た
、
周
囲
か
ら
も

様
々
な
手
助
け
も
あ
っ
た
。
そ
し

て
、
ぎ
り
ぎ
り
の
と
こ
ろ
で
、
社

会
の
評
価
は
別
に
し
て
も
、
一
所

懸
命
に
生
き
て
き
た
。

こ
う
し
た
こ
と
を
支
え
て
き
た

の
は
、
た
ぶ
ん
に
人
と
人
と
の
結

び
つ
き
だ
と
私
は
思
っ
て
い
る
。

個
人
主
義
が
横
行
し
、
社
会
へ
の

無
関
心
層
が
増
え
る
中
、
改
め
て

家
族
や
友
人
、
会
社
や
地
域
社
会

で
の
人
と
人
と
の
「
絆
」
の
大
切

さ
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

小
中
学
生
が
住
ん
で
い
る
地
域

の
過
去
、
現
在
を
学
ぶ
こ
と
は
大

変
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
。
機
会
が

あ
れ
ば
、
今
度
は
私
が
学
校
へ
出

向
い
て
行
っ
て
、
鳩
ヶ
谷
の
こ
と

を
話
し
、
子
ど
も
た
ち
と
強
い
絆

で
結
ば
れ
た
い
と
願
っ
て
い
る
。

ア
ル
コ
ー
ル
問
題
研
修
会

赤
十
字
家
庭
看
護
法
講
習

会
（
介
助
員
養
成
講
習
）

第
29
回
鳩
ヶ
谷
寄
席

第
50
回

市
自
治
会
卓
球
大
会

「
下
水
道
の
日
」
標
語

募
集

第
31
回
ふ
れ
あ
い
住
宅
デ
ー

認
知
症
予
防
教
室


